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ホームページが新しくなりました

北海道産玉葱は今年もまずまず順調です！！

例年にないような気候変動が続いています。関東でも6月、7月の梅雨時期は全く雨が降らず、梅雨明け
後の8月はひたすら晴れ間が無い。日照量の無い8月となりました。9月に入ってからは台風18号が全国を
駆け巡り、農作物に大きな影響を与えるか？？と不安な時期がありました。今年は昨年と異なり農作物に
は大きなダメージもなく過ぎ去ってくれました。
北海道産玉葱は現在が収穫最盛期です。2月から播種作業を始め、4月中旬から5月にかけて定植作業、

管理作業を経て、8月上旬から極早生タイプの収穫がスタート。9月、10月は中晩生種の収穫まっただ中と
なります。北海道産玉葱はここ数年府県産玉葱の不作を受けて、年々出荷が早まっている傾向があります。
伴い定植のタイミングもどんどん早くなっているようです。しかしこの定植のタイミングが非常に難しい
そうです。早すぎても遅すぎても玉葱の生育に影響が出て、収穫量を左右するとのことです。今年は雪解
けも早く、また、府県産の傾向から早出し玉葱の要望が強かったことを受け、多くの生産者様が早出しを
意識して極早生タイプを中心とした早生系統の品種を早めに定植しました。しかしながら早くに定植した
生産者様は定植後の根の活着が悪く、結果として小玉傾向になっているようです。今シーズン8月上旬か
ら弊社においても北海道産玉葱の入荷がありましたが、早い品種程、大玉が少なく、切り替え後しばらく
は生産において苦労しました。早く出荷するから早く植えれば良いというわけではなく、玉葱は本当にデ
リケートな作物で生産者様の腕次第！というように思います。
弊社営業部長の渋谷が例年通り、9月最終週に北海道の玉葱産地を訪問させて頂きました。何十年も同

じタイミングでお伺いさせて頂いております。弊社では定点観測と呼んでいますが、毎年同じタイミング
で圃場、倉庫を見させていただくからこその気づきもあるように思います。
今年の状況としては、十勝地区、美幌地区、北見地区と今回訪問した圃場、地域においては豊作傾向と

のことでした。十勝地区は昨年、一昨年と非常に厳しい作柄であったこともあり一安心です。先述の通り
早いタイプの玉葱は小玉傾向でしたが、現在収穫作業中の中生種は概ねL大中心となっており、サイズは
まずまずとの報告がありました。翌3月頃から流通する北もみじ2000が若干小玉の傾向とのことです。来
年の対策を今からしっかりと取り、皆様と情報を共有して参りたいと思います。

2017年9月29日 北海道美幌地区 マルト商事契約圃場
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営業課長中村のマルト便ＰＬＵＳ！Ver2017

取扱産地 産地状況＆今後の見通し

国産

北海道産玉葱は入荷量、品質ともに順調です。スタートのサイズ
は少し小さめで入ってきておりましたが、各方面に色々とご協力
いただき、平均サイズは少しずつ大きくなっております。赤玉葱も
品質良好です。１０月も安定供給いたします。

中国

甘粛省産を使用しております。固くて締りがあり、品質の良い玉葱
です。価格も今のところ落ち着いております。このあと韓国政府に
よる中国産玉葱の買いが入りますので、その時に高騰しなければ
良いのですが・・・上がり下がりは嫌いです。

NZ（赤玉）
USA(黃玉）

NZ産赤玉葱、終盤ですが品質は順調です。終わり次第北海道
産へ切替をいたします。
１０月下旬からアメリカ産玉葱入荷。こちらは天候不良で小玉傾
向です。

今月もどうぞよろしくお願いいたします。
10月のマルト商事玉葱産地情報＆見通しをお届けします！

マルト便が変わる…かも？

2010年9月からこのマルト便をスタートさせて頂きました。丸6年、7年目を迎えていることとなります。スタート時はお客様にもっ
と会社を知って頂きたい、顔の見える会社にしたいとの思いから、1年間だけ、ご請求書に同封させて頂き、コストもかからな
いし…という軽い気持ちでスタートしたのがマルト便でした。スタート時より1年間は、玉葱を中心とした野菜の情報とともに、弊
社の従業員を毎月紹介させて頂きました。お客様からも今月のマルト便読んだよ！と声をかけて頂くこともしばしばあり、うれしく
なったことを覚えています。その後なんだかんだと6年間も毎月継続することができました。現在では弊社ホームページでも過
去の分も含めて掲載をしております。
7年目を迎えるにあたり、このマルト便をリニューアルできないかと考えております。これまでもこれからも恐らく個人が拙い文
章でコツコツと書いているものですので、なかなか大幅にというわけにはいかないかと思いますが、少しでも読んで頂ける皆
様に有用な情報を提供できればと考えております。
ということで、11月号から少しずつ中身を変えてチャレンジをしていきたいと思います。弊社営業がお伺いしたときなどにご意
見を頂けますと幸いです。マルト商事ともどもマルト便も宜しくお願い致します。


